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Die Erforschung iiber das lmped:n und 
das Koktigen. 
Von 
Prof. Dr. R. Torikata. 
」fムペヂン1 現象 ト日フノハ凡テ生物接的現象（例へパ沈澱反彪ー程1鰭結合反感・喰















ツタ，破傷風・質扶的里等ノ毒素中ーモ明白ニLイムペヂン1ガ含有サ レテ居JI-, 7 タ紅
犬病・天然撞ノ如ク停染性疾患デアルガ， 病際微生物ガ不明ナモノニデモ Lfムペヂ
ン寸ハ￥明ニ立誼サレテ居Jl-o Lスピ円へータ・パルリ ダ「モ亦タ L-fムペヂン1テ産出
スル。
ソレデハ如何ナ Jレ生物ガLイムペヂン1ア産生シ， 如何ナル生物ガソ レテ産生セヌカ
ト言 フ疑問カ’起ノレ。青柳講師ノ研究デハ非細菌性毒素ノ代表者トシテLコプラ「毒・Lリ
チン「等ーハLfムペヂン.，）痕跡ダモ無4コトガ明白 トナツタ。




























如何ナル用テ排 スツレカ ト言 フ問題ニ針シテハ． 今念ニMントモ申サ レ7 セヌ。叉念ニ























コツホ氏） Lツベルクリン1類ノ 製造ニ向ツテモ従来Lfムペヂ ン寸／概念ガ全ク無カ
ツタ。併シ青柳・林諸氏ノ研究ノ結果ハ共ノ製品ーハL1ムベチン1自日チ発疫阻止物質
ガ含有サレテ居Jレコトモ明白トナツタ。















L 4ムペヂン1 ノ研究ハ賞用方面ニハ所謂 Formol-Anatoxin或ハ Ricinolat-Toxin
ナドノモ／ト鵬接スル様ニナツタ。自Pチ生態ノ発疫元ニしフ才 Jレマー リン1 テ加へタリ，




細菌ニ特殊ノ操作テ加ヘテ無毒化シタト稿セラ Jレル Bc G株ニモLfムペヂン「ハ
明白＝存在シテ居，. ＇共ノ詳細ハ研究中デア Jレガ， 兎ニ角ニ Bc G モー L1ムペチ




L 1ムペヂシ1 ノ研ラピハ，一面 Anatoxin, Ricinolat-Antigen 他面 BCG, A 0, 
Tuberkulostromi11等テ比較／封照ト シテ逐次研究ノ歩テ準メツ、アルニ反シテ此等後
者ノ主唱者ハ少シモ自分自身ノヤツタモ／以外ノ研究結果テ比較ノ針照トシテ居ラズ

















































コトガ誼明サレタ（字野・石谷）。 ~p チ今日起ノ所デハLi ムペヂン「 J ~ テ破却シテ抗
原性ノミテ保存スルコトノ、Lフ才 Jレ7 リン1等ノ薬剤デハ不可能デアJレガ，煮沸熱紫
外繰， X繰等ニヨレバLfムペヂン寸J tガ破却サレ，従テ放射後ニハ喰燈作用ガ旺盛
トナJレコトカ．立詮サレJレユ至ツタ。
1昌狼熱，丹毒，結核其他慢性念性ノ炎症ニ針シテ或ハ日光照射或ハ X線或ハ紫タト線
等ガ一定ノ治療的効果テ示ス理由ノ一端ガコレデ諒解出来Ji-。 ピーヤ数段ノ化膿竃ニ
針スJレ焼灼療法ガ往々頴著ノ効テ奏スJレノモ亦此ノ理由デ説明出来Jレo L fムペヂン寸
ノ智識無クシテハ到底之テ認識スルコトハ出来ヌ。
以上デL4ムペヂン1ナリ煮沸免疫元ナリ／研究ガ教室諸子ノ熱心ナル多年ノ研究デ
過去ニ於テ如何ナル経路テ辿リ来上目下何ノ様ナ所へ来テ居Jレカ， 7 タ今後ドノ様
ナ針路ニ向ツテ準i行クペキデアルカノ大惜ガ設明サレタト信ジ 7 ス。解決テ要スル
事項ハ山ノ如クニアリ。サテハ山外ニ山有リテ山霊キス1 路中ニ路多クシテ路極リ無
シ，人憂ヒ人集シムi世上ノ：有様ニ泥7 ズ同門ノ皐徒宜シク自我テ棄テ唯是レ真理ノ鶏
ニ護 リ虞理ノ：鴎ニ闘フ可キ而己実。
